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保険証券（変更確認書）添付要 
  

 
■次の特約は、平成25年10月１日以降保険始期の契約に適用されます。 

精神保健福祉士特別約款（特別約款コードG7） 

 

第１条（保険金を支払う場合） 

当社は、賠償責任保険普通保険約款（以下「普通保険約款｣

といいます｡）第１条（保険金を支払う場合）の規定にかかわ

らず、被保険者またはその使用人その他被保険者の業務の補

助者が、日本国内において第２条（業務の範囲）に規定する

業務を遂行することにより発生した他人の身体の障害（傷害

および疾病をいい、これらに起因する後遺障害および死亡を

含みます。）または財物の損壊（滅失、損傷または汚損をいい

ます。身体の障害または財物の損壊を総称して、以下「事

故」といいます｡）について、被保険者が法律上の損害賠償責

任を負担することによって被る損害に対して、この特別約款

に従い、保険金を支払います。 

 

第２条（業務の範囲） 

この特別約款において対象とする業務は、精神保健福祉士

の資格を有する者が行う精神保健福祉士法（平成９年法律第

131号）第２条（定義）に規定する業務に限ります。 

 

第３条（保険金を支払わない場合） 

当社は、直接であると間接であるとを問わず、普通保険約

款第２条（保険金を支払わない場合）に規定する損害のほか、

被保険者が次のいずれかに該当する損害賠償責任を負担する

ことによって被る損害に対しては、保険金を支払いません。 

① 被保険者が業務を行う施設もしくは設備（業務遂行中

に直接使用しているものを除きます。）または自動車、原

動機付自転車、航空機、昇降機、船舶・車両（原動力が

専ら人力であるものを除きます。）もしくは動物の所有、

使用または管理に起因する損害賠償責任 

② 名誉毀
き

損または秘密漏えいに起因する損害賠償責任 

③ 業務の結果を保証することにより加重された損害賠償

責任 

④ 業務の遂行につき所定の資格および登録を受けていな

い者が遂行した業務に起因する損害賠償責任 

 

第４条（保険期間と保険責任の関係） 

当社は、次のいずれかに該当する場合に限り、保険金を支

払います。 

① 事故が他人の身体の障害であった場合 

普通保険約款第４条（保険責任の始期および終期）に

規定する保険期間中に他人の身体の障害が発見された場

合 

② 事故が他人の財物の損壊であった場合 

普通保険約款第４条に規定する保険期間中に他人の財

物の損壊が発生した場合 

 

第５条（事故の発見） 

保険契約者または被保険者は、他人の身体の障害が発生し

たことを知った場合は、普通保険約款第23条（事故発生時の

義務および義務違反の場合の取扱い）（１）に規定する事項の

ほか、事故発見の日時を、遅滞なく書面で当社に、通知しな

ければなりません。 

 

第６条（１回の事故の定義） 

（１）支払限度額または免責金額の適用にあたり、１回の事故

とは、同一の原因または事由に起因して生じた一連の事故

をいいます。 

（２）同一の被害者に対して行った一連の業務は、本条（１）

に規定する同一の原因または事由にあたるものとします。 

（３）本条（１）の一連の事故は最初の事故が発見された時に

すべて発見されたものとします。 

 

第７条（代位） 

当社は、普通保険約款第28条（代位）（１）の規定に基づき

移転する権利のうち、被保険者の使用人その他被保険者の業

務の補助者に対するものに限り、これを行使しません。ただ

し、これらの者の故意によって事故が生じた場合は除きます。 

 

第８条（普通保険約款の読み替え） 

事故が他人の身体の障害であった場合、この特別約款につ

いては、普通保険約款の規定を次のとおり読み替えて適用し

ます。 

① 第５条（保険料の払込方法）（２）、第８条（通知義務）

（４）および第22条（追加保険料領収前の事故）（２）の

規定中「生じた事故」とあるのは、「発見された事故」 

② 第７条（告知義務）（３）の③の規定中「事故が発生す

る前に」とあるのは「事故が発見される前に」 

③ 第７条（５）および第15条（重大事由がある場合の当

社による保険契約の解除）（３）の規定中「損害の発生し

た後」とあるのは「事故の発見された後」 

④ 第15条（３）および第22条（１）の規定中「発生した

事故」とあるのは「発見された事故」 

 

第９条（準用規定） 

この特別約款に規定しない事項については、この特別約款

に反しないかぎり、普通保険約款の規定を準用します。 


